
事業概要【山形市景観重点地区における観光地活性化事業】

申請者 山形県山形市 初回採択回 令和７年度第２回募集

事業計画期間 R7-R11年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR８年度事業費）

1,091,118千円
（178,365千円）

経費の類型 ソフト
事業 ✓ 拠点整

備事業
インフラ

整備事業 ✓ 事業分野（大項目） 強い経済

目的・効果
• 自然、歴史や文化を生かした統一されたまちづくり
• 狭隘道路の無電柱化による良好な景観形成と回遊性、防災・減災対策
• 景観とにぎわい、安全・安⼼を備えた観光地として魅⼒を発信し、来訪意識を喚起、観光客数の増大

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR８年度事業費

道路の無電柱化や沿道の修景整備により良好な景観を創出す
る。また、形成された空間を使いマルシェ等を実施するとともに、ビッ
クデータを活⽤したマーケティング・情報発信により更なる観光振興
を図る。

【ソフト事業経費】
〇元気なまち創出事業（マルシェなど R１０年度実施）
〇マーケティング・情報発信事業（データ分析など R１０年度実施）

【インフラ整備事業】
・景観重点地区景観形成補助 8件 8,365千円
・道路無電柱化事業 L= 200m 150,000千円
・道路美装化・消雪化事業 詳細設計 20,000千円

地域の多様な
主体の参画

地域における景観形成（美化）やイベントの開催、周知について、地
区観光協会、地区内自治会などと連携し、景観基準の検討や集客促進
活動事業を通し、地域の活性化に取り組む。

KPI
（★は必須KPI）

※カッコ内の数値は最
終事業年度までの「KPI
増加分の累計」の目標

値

★①地域における観光消費額 （＋30億円）
②観光客入込数（＋216,100人）
③修景補助件数（23件）
④各種誘客イベントの開催数（20回）

○無電柱化・修景補助（山寺）

整備後イメージ

現状



事業主体（景観改修を実施する住⺠・法⼈等）

① 事業の計画

交付⾦の具体的使途・実施体制

 実施体制

No. 役割

1 事業主体・地元景観検討組織との調整

２ 建築等の⾏為の景観形成基準への適合状況に係る審査

３ 建築等の⾏為の景観形成基準への適合状況に係る審査

１ 山形市
（事務局）

No. 役割

４ 専⾨的⾒地からの助⾔、景観改修事業の検証・評価

５ 専⾨的⾒地からの助⾔、景観改修事業の検証・評価

 交付対象事業の詳細
要素事業名 住宅対策事業（社総交・街なみ環境整備事業）

事業内容 景観形成基準に適合させるための建築物・工作物の新設・改修・修繕（景観重点地区景観形成補助）

経費

１年目（令和７年度）
民間建築物等の景観改修に対する補助 ４，０５３千円

２年目（令和８年度）
民間建築物等の景観改修に対する補助 ８，３６５千円

３～５年目（令和９～１１年度）
民間建築物等の景観改修に対する補助 ７５，０００千円（各年度２５，０００千円）

２ 山寺観光協会

３ 地区内自治会

事業推進主体
地元景観検討組織

４ 東北芸術⼯科大学

５ 有識者

② 相談・助言

④ 景観改修事業（補助）

アドバイザー

⑤ 検証・評価

③ 景観形成基準への適合について審議
適 合→景観改修事業実施へ（④）
不適合→計画⾒直し・再審査へ（①）

⑥ 検証・
年度振返り



交付⾦の具体的使途・実施体制

 実施体制

No. 役割

1 事業主体、地元無電柱化検討組織及び電線管理者との協議調整

２ 地元の合意形成、意思決定、連絡調整

３ 無電柱化に向けた計画や関連設備の⼯事の実施

１ 山形市

No. 役割

４

５

６

 交付対象事業の詳細

実施計画の要素事業ごとに作成ください。

意
見

事業推進主体

説
明

まちづくり協議会

山寺観光協会

２ 地元無電柱化検討組織
３ 電線管理者

電⼒事業者

通信事業者

協議・調整

歴史的まちなみの景観促進

国内・インバウンドの誘客増加

観光消費額の増加

無電柱化⼯事

整備完了

地域経済活性化

要素事業名 道路無電柱化事業

事業内容
道路の無電柱化による、防災・減災対策や快適な歩行空間の創出、良好な景観づくりによる観光振興

経費

１年目（令和７年度）
電線共同溝敷設工事、NTT工事委託等実施 ４５，７００千円

２～４年目（令和８～１０年度）
電線共同溝敷設工事、NTT工事委託等実施 ４５０，０００千円（各年度１５０，０００千円）



交付⾦の具体的使途・実施体制

 実施体制

No. 役割

1 事業主体、地元無電柱化検討組織及び電線管理者との協議調整

２ 地元の合意形成、意思決定、連絡調整

３

１ 山形市

No. 役割

４

５

６

 交付対象事業の詳細

実施計画の要素事業ごとに作成ください。

意
見

事業推進主体

説
明

まちづくり協議会

山寺観光協会

２ 消雪設備・景観舗装検討組織

消雪設備・景観舗装

完了

歴史的まちなみの景観促進

国内・インバウンドの誘客増加

観光消費額の増加

地域経済活性化

要素事業名 道路美装化・消雪化事業

事業内容
道路消雪化による観光客の安全性や回遊性向上と、道路美装化を行うことでより一層の景観向上を図る。

経費

１年目（令和８年度）
道路消雪景観舗装詳細設計委託 ２０，０００千円

２年目（令和９～１０年度）
道路美装化・消雪化工事２５０，０００千円（各年度１２５，０００千円）

３年目（令和１１年度）
道路美装化・消雪目工事２３０，０００千円


